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5001：地球観測衛星による火山観測の研究

5004：地震や火山活動に関係する地質情報データベース

地球観測衛星だいちに搭載されたAVNIR-2センサによる
新燃岳の観測
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産総研歪データと防災科研傾斜データの統合解析に
よる短期的SSEの検知能力

歪のみ

傾斜のみ

統合解析

・広範囲で高検知能力
→早期検知・詳細な解析

5002：地下水等総合観測による地震予測精度の向上
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5003：内陸地震発生予測シミュレーターの開発

日本列島規模での3 次元
粘弾性構造をモデル化し，
有限要素モデルで東西圧
縮を加えた場合の歪場を求
めた．
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5004：地震や火山活動に関係する地質情報データベース

・前年度に引き続き7つのデータベース（火
山衛星画像データベース・活火山データベース・
活断層データベース・日本の第四紀火山・地殻
応力場データベース・地震動マップ即時推定シ
ステム・地震に関連する地下水観測データベー

ス）を運用した．地震に関連する地下水観
測データベースでは， 自動的に決定した
深部低周波微動の震源の時空間分布を公
開した．

2010年11月の深部低周波微動活動の時空間分布(a:四国，b:紀伊半島，c:東海）

(a)

(c)(b)
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5005：火山地質図整備及び噴火シナリオの作成・高度化

伊豆大島火山噴火シナリオの高度化のために，カル
デラ内での深度100ｍのボーリング調査を行なった．
調査結果から，これまでS期に形成されていたと考え
られてきた，東側のカルデラはより古いカルデラ構造
と考えられる．最新期カルデラ内容積は1.6立方km，
埋積溶岩質量は約30億トンと推定される．全マグマ噴
出率を推定すると，約1700年前のカルデラ形成以降，
ほぼ一定のマグマ噴出率（4億トン/100y）となった．

図１ ★：今回のボーリング位置，
★，★：過去のボーリング位置

図2 ボーリングコアの対比
図3 推定されたカルデラ構造



Geological Survey of Japan, AIST

5006：連動海溝型地震の履歴とメカニズム解明

869年貞観三陸地
震（M8.3)による津
波（貞観津波）の津
波堆積物の調査を
茨城県日立市で行
なった．結果を，過
去の石巻～南相馬
の調査結果と比較
した（図）．
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5007：極微小地震と深部低周波微動を用いたプレート境界の応力場推定

鉛直地震計アレイデータをセンブランス解析することによ
って，継続的に微動が発生していることを確認し，波形の
スタッキングを行なうことで精度良くS波の振動方向を求
めた．その振動方向を用いて微動のメカニズム解を求め
ることができる．2010年5月24-28日の活動についてメカ
ニズム解を決定した．メカニズムには逆断層型が多いが
，紀伊半島南西部においては横ずれ成分をもったものが
認められる．
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5009：火山性流体の移動評価に基づく噴火現象の解明

三宅島2000 年噴火噴出物中のオリビン中のメルト包有物分析に基づき、
2000 年噴火およびその後の脱ガス過程のマグマ供給モデルを構築した。
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5010：断層深部における変形・すべり過程の解明

中央構造線ボーリングコアの解析により塑性－脆性遷移をまたぐ変形プロ
セスを構造地質学的手法で解明し，塑性流動領域から地表付近の幅広い条
件での断層活動を４つのステージに分離できた．


